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離職させない　ベルナティオ『心のマルチタスク術』

穴の空いたバケツに一生懸命水を
灌
そそ

いでいた日々
　企業は人なり。今の情勢であっても人
への投資をやめることなく、今年の4月も
新入社員を受け入れられたホテル・旅館
様は多いのではないでしょうか？
　自分の子どもと年端も違わぬフレッシュ
な新入社員たちが、期待や不安を胸に
一生懸命学び成長しようと仕事に全力で
向きあい挑戦していく姿には、胸を打た
れることが多々あります。
「鉄は熱いうちに打て」ではないですが、
この時期にかける新人育成への投資・
時間・熱量こそ、会社の未来を左右す
る最も大切なものだと重 ご々認識の通りか
と思います。
　しかし多くの場合、育成を任せたはず
の現場の上司たちは自分の仕事や作業
に精一杯で、新入社員に作業こそは教え
るものの、人としてホテリエとしての成長
を心から願い、愛情と時間をかけ面倒を
見ることは二の次となり、気づいたら新入
社員は仕事の意義、やりがいを見失い、
無気力化、または短期離職をしてしまうこ
とが少なくありません。私たちベルナティ
オもお恥ずかしながら長年ここに課題を感
じていました。
　現場の人員不足を解消するためにも、
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新卒採用や中途採用を何度も繰り返して
いました。しかし、まるで穴の空いたバケ
ツに一生懸命水を灌いているような感覚
になり、スタッフが離職するたびに時代の
変化や精神的にタフな若年層が減ったな
ど言い訳を繰り返しておりました。
“課題の原因はトップにあり”、そう考え
原因の矛先を自分に向け、私自身が考
え方や行動を見つめ直しました。「どうし
たら人が活き活きと働く会社になるのか？」
と。育成をはじめて7年、私たちは未だ
道半ばだと思っておりますが、ベルナティ
オが考える育成について本日はお伝えし
たいと思います。

お客さま同様に仲間を大切にする
　私たちは新入社員をすぐに現場に送
ることはしません。1年間は“総支配人
直属”の部下として、総支配人が直々
に新入社員の育成をサポートいたします。
日々のコミュニケーションはもちろん、新入
社員の目標設定、日々 の日報の確認。さ
らには3カ月に1 回、十数人いる新入
社員全員と30分ずつ面談を行ないます。
一定のレベルまでスキルとマインドが整っ
た時点で正式配属をするので、そこに至
るまでには1年かかります。
　決して人に余裕があるわけではありませ
ん。6 年前までは入社後、2 週間の研
修期間を経て現場に配属するのが通例
でした。ただ右も左もわからない時期に
現場も余裕のない状況ではやり方を教え

るのが精一杯、新入社員の心を整えなが
ら指導していくには程遠く、結果悩みを
誰にも相談出来ない新入社員は離職に
追い込まれる負のスパイラルを繰り返して
おりました。

結果として生まれた
“愛情のポジティブスパイラル ”
「お客さまと同じく、チームや仲間を大切
にする」
　こういった姿勢をトップが体現すること
で、それをみている現場マネージャーも同
じ行動を取ろうとします。総支配人はじ
め、会社のトップこそが育成に力を入れ
ている姿勢を見せ、そして文化にしていく
ことが大切なのです。
　さらには新入社員もいずれは先輩にな
ります。1年間愛情を受けて育った新入
社員は、2年目以降は次の世代に愛情
をもって接してくれる、そんな良き伝統文
化が生まれていきます。2年目以降のス
タッフは指導する際、ひとつひとつの業
務にすべて意味を加えて指導できるまで
に成長を遂げ、手前味噌ではありますが、
新入社員があこがれる先輩社員がたくさ
ん増え、結果として離職率も5.4%まで
に改善することが叶いました。

“あり方”なくして“やり方”の指導なし
　一方で、指導を受ける側のスタンスも
重要です。
　部下の取り組む姿勢や意欲が足りて
ない状態では、部下にいくら技術を教え
ても身につきません。このとき重要なのが
「やり方」ではなく「あり方」をまずは
整えることです。意識を上げ、学ぶ意欲
を高める。これが育成の第一歩だと感じ
ております。
　私たちの考える“あり方”については、
次号にてお話させていただきます。
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